
教育目標「たくましい子」 重点目標「夢中になって遊ぶ子」 

研修テーマ「自己肯定感を高め、豊かな感性と表現力を育む~友達と一緒に楽しむ子を目指して~」  

 

 

 

 

 

 参加日では、お家の方も表現遊びの仲間に入ってくださり、ありがとうございました。一緒に楽し

んでくれたことで、子どもたちもとても嬉しそうでした。 

幼稚園では、その後も劇やオペレッタの遊びが続いています。友達の様子を「見る」、友達の話を

「聞く」そして、思いを「共感する」ことで、それぞれの遊びが、また、クラスや学年の枠を越えて、

自分たちの遊びになっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ぽっかぽか       
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園長だより NO.６ 

富士市立天間幼稚園 

年長児の劇に、年中、年少児も仲間に入って遊びました 

以前からお兄さんお姉さんたちが、劇のお話を作り

進める様子をずっと見ていた年中児、年少児たち…。

話の内容もすっかり覚えて、楽しい場面、かっこいい

ポーズなどの感想を毎日のように言っていました。 

年長児が劇に誘ってくれると、さっそく自分がやっ

てみたい役に変身していました。 

「〇〇ちゃんは、テーブルを運んでね。」「〇〇ちゃん、

お菓子（小道具）を持って。」 

 劇に必要な小道具の出し入れの仕事も丁寧に教えてく

れていた年長さん。教えてもらってせっせと運ぶ年中さ

ん。やりとりが自然とできています。 

劇中に出てくるゲームのルールもしっかり覚え

ていて、一緒に楽しむ年中さん。 

動きをまねっこしながら楽しむ年少さん。上

手！ 

このように、互いの表現遊びを観たり、一緒

に遊んだりした経験が思い出になり、また、次

の自己表現の場につながっていくのだと思いま

す。 

 「楽しい！」と思えるひとときを今後も積み

重ねていきたいと思います。 

大好きな虫の役をやってみたい子がたくさん

になって、大人数でやりとりするのも微笑まし

かったです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 絵本を読むことでどんなことができる?ということを真剣に考えた本から抜粋させてもらいま

した。きっと、これ以外にも絵本から得られることがたくさんあると思います。 

（子どもの生活と遊び vol.2 こどもと語り合う道具 絵本  より抜粋） 

  

 

 どうですか?こう考えていくと何よりも「絵本」の読み聞かせが子どもにとって有益であると

思いませんか？ 

 そして、お家の人にとっても、絵本を観ることで、ほっと一息できる時間になると思うのです。

先生たちのおすすめの絵本も別便りで紹介しますので、ぜひ、参考にしてくださいね。 

一年のうち、いちばん、ウキウキする季節でもありますね。クリスマス、お正月など、子どもた

ちのとってはとても楽しみなことがいっぱいあります。 

 

お家の人にとっては、忙しい日々だとは思いますが、子どもにとっても、お家の人にとっても短

い時間の中で楽しめる手段があります。それは…絵本…です。 

もうすぐ冬休みです 

絵本にできることって何だろう？ 


